
 1 

２
０
２
３
年
度 

第
４
回 

早
慶
上
理
難
関
国
公
立
大
模
試 

国
語 

採
点
基
準 

 

 

一
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

 

問
一 

３
点×

３
＝
９
点 

 

（
解
答
） 

ａ
＝
ニ 

 
ｂ
＝
ホ 

 

ｃ
＝
ロ 

 

  

問
二 

３
点×

２
＝
６
点 

 

（
解
答
） 

な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
（
３
点
） 

 

棄
却
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
３
点
） 

  

※
順
不
同
可
︒
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
解
答
以
外
は
不
可
✖
。 

  

問
三 

10
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
４
点 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｂ
○
３
点 

道
徳
は
人
々
の
行
為
に
先
立
つ
「
決
ま
り
」
「
原
則
」
「
常
識
」
と
し
て
成
立
し
、
具
体
的
行
為
を
な
す
か
な
さ
ぬ
か
の
判
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

を
導
く
も
の
で
あ
り
、
現
実
に
合
わ
せ
た
修
正
は
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
（
10
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
関
し
て
部
分
採
点
を
行
う
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
採
点
を
行
っ
て
構
わ
な
い
）】 

 

Ａ
「
道
徳
は
人
々
の
行
為
に
先
立
つ
「
決
ま
り
」
「
原
則
」
「
常
識
」
と
し
て
成
立
し
」
（
４
点
） 

 

※
〈
徳
は
人
々
の
行
為
に
先
立
つ
も
の
（
「
決
ま
り
」
「
原
則
」
「
常
識
」
）
と
し
て
成
立
〉
の
内
容
に
○
。 

 

Ｂ
「
具
体
的
行
為
を
な
す
か
な
さ
ぬ
か
の
判
断
を
導
く
も
の
で
あ
り
」
（
３
点
） 

 

※
〈
具
体
的
行
為
を
な
す
か
な
さ
ぬ
か
の
判
断
を
導
く
も
の
〉
の
内
容
に
○
。 

△
「
具
体
的
行
為
の
判
断
を
導
く
も
の
で
あ
り
」
の
よ
う
に
、
「
行
為
を
な
す
か
ど
う
か
の
判
断
を
導
く
も
の
」
と
い
う
内
容

の
ヌ
ケ
は
▲
１
点
減
点
で
△
２
点
。 

○
「
（
行
為
を
）
な
す
か
ど
う
か
（
の
判
断
）
」
と
な
っ
て
い
な
く
て
も
、「
行
為
の
善
悪
の
判
断
を
導
く
も
の
」
と
あ
れ
ば
○
。 
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Ｃ
「
現
実
に
合
わ
せ
た
修
正
は
さ
れ
な
い
」
（
３
点
） 

 
※
〈
現
実
に
合
わ
せ
て
（
道
徳
的
判
断
は
）
修
正
は
さ
れ
な
い
〉
の
内
容
に
○
。 

 

○
「
（
道
徳
は
）
現
実
を
超
越
し
た
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
説
明
し
て
も
○
。 

 △
次
の
（
例
）
の
よ
う
に
、
具
体
例
で
、
以
下
の
内
容
が
説
明
さ
れ
て
い
る
場
合
は
△
４
点
と
す
る
。 

 

（
例
）
現
実
に
日
々
ど
こ
か
で
人
は
殺
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
事
実
だ
が
、
こ
の
経
験
的
事
実
が
「
人
を
殺
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
命
題
の
正
し
さ
に
変
更
を
迫
っ
た
り
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
。 

  

問
四 

５
点 

（
解
答
） 

ホ 

 

問
五 

10
点  

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

 

Ａ
○
４
点 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｂ
○
４
点 

生
命
に
つ
い
て
の
常
識
的
な
定
義
が
揺
ら
ぎ
、
新
し
い
定
義
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
一
方
、
新
旧
二
つ
の
定
義
を
結
び
つ
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

超
越
論
的
な
性
格
を
も
つ 

「
生
命
の
定
義
の
定
義
」
が
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
（
10
点
） 

   

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
関
し
て
部
分
採
点
を
行
う
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
採
点
を
行
っ
て
構
わ
な
い
）】 

 

Ａ
「
生
命
に
つ
い
て
の
常
識
的
な
定
義
が
揺
ら
ぎ
、
新
し
い
定
義
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
」
（
４
点
） 

 

※
「
旧
来
の
生
命
定
義
と
異
な
る
、
新
し
い
生
命
の
定
義
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
内
容
。 

 

Ｂ
「
新
旧
二
つ
の
定
義
を
結
び
つ
け
る
超
越
論
的
な
性
格
を
も
つ
」（
４
点
） 

 

△
「
新
旧
二
つ
の
定
義
を
結
び
付
け
る
」
の
ヌ
ケ
は
▲
２
点
減
点
で
△
２
点 

 

Ｃ
「
「
生
命
の
定
義
の
定
義
」
が
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」
（
２
点
） 

○
「
「
生
命
の
定
義
の
定
義
」
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
・
生
ま
れ
る
」
な
ど
で
○
。 

  
 問

六 

５
点 

 

（
解
答
） 

ハ 
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問
七 
５
点 

 

（
解
答
） 
ニ 
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二 

（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

  

問
一 

２
点×
４
＝
８
点 

  

（
解
答
） 
１ 
復
興 

 

２ 

論
断 

 

３ 

遍
歴 

 

４ 

早
世
（
早
逝
） 

   

問
二 

６
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

  

Ａ
○
３
点 

 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
酬
を
得
て 

生
計
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
職
業
。 
（
６
点
） 

 
 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｂ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｂ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
二
〇
字
以
内 

九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 
 
 
 

Ａ
「
報
酬
を
得
て
」（
３
点
） 

✖
「
報
酬
」
に
つ
い
て
の
指
摘
の
な
い
も
の
は
、
要
素
Ａ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

○
「
給
料
を
も
ら
い
」
「
報
酬
を
目
的
と
し
て
」
な
ど
で
も
○
。 

 
 Ｂ

「
生
計
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
職
業
」
（
３
点
） 

 

✖
「
生
計
の
た
め
の
手
段
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

○
「
生
活
に
必
要
な
た
め
の
職
業
」
な
ど
で
も
○
。 

 

 

問
三 

８
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
２
点 

 
 

目
的
合
理
的
行
為
と
価
値
合
理
的
行
為
と
す
る
二
つ
の
合
理
的
行
為
の
概
念
は
、
、 

 

Ｂ
○
３
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

実
際
に
は
一
つ
の
合
理
的
行
為
の 

両
面
を
捉
え
た
区
分
で
あ
る
か
ら
。
（
58
字
）
（
８
点
） 
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■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｃ
照
／
内
容
説
明
の
結
び
「
～
こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｃ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
六
十
字
以
内 
二
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
目
的
合
理
的
行
為
と
価
値
合
理
的
行
為
と
す
る
二
つ
の
合
理
的
行
為
の
概
念
は
」（
２
点
） 

✖
傍
線
部
直
前
の
「
こ
れ
ら
」
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 
 Ｂ

「
実
際
に
は
一
つ
の
合
理
的
行
為
の
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
の
二
つ
の
合
理
的
行
為
に
は
そ
れ
ぞ
れ
逆
の
側
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
が
一
つ
の
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説

明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。
（→
Ａ
が
○
で
な
い
と
Ｂ
は
○
に
な
ら
な
い
） 

 

Ｃ
「
両
面
を
捉
え
た
区
分
で
あ
る
か
ら
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
の
二
つ
は
要
素
Ｂ
の
両
面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｃ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 
 

（→

Ｂ
が
○
で
な
い
と
、
Ｃ
は
○
に
な
ら
な
い
） 

  

問
四 

４
点 

 

（
解
答
） 

ホ 

  

問
五 

12
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

近
代
資
本
主
義
精
神
の
起
源
に
つ
い
て
、 

ウ
ェ
ー
バ
ー
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
考
え
は
一
見
対
立
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、 

Ｃ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
３
点 

実
は
、
人
間
は
自
己
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
点
で 

似
通
っ
て
い
る
。
（
80
字
）
（
12
点
） 

 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｄ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｄ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
八
〇
字
以
内 

三
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 
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 Ａ
「
近
代
資
本
主
義
精
神
の
起
源
に
つ
い
て
」
（
３
点
） 

✖
「
近
代
資
本
主
義
精
神
の
起
源
」
に
つ
い
て
の
論
争
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 
 Ｂ

「
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
考
え
は
一
見
対
立
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
対
立
す
る
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要

素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

Ｃ
「
実
は
、
人
間
が
自
己
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
点
で
」（
３
点
） 

 

✖
自
己
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
人
間
と
い
う
存
在
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｃ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

Ｄ
「
似
通
っ
て
い
る
」
（
３
点
） 

 

✖
ウ
ェ
ー
バ
ー
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
要
素
Ｃ
に
つ
い
て
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｄ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

  

問
六 

12
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

職
人
技
が
発
揮
さ
れ
る
仕
事
で
は
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ら
れ
る
が
、 

職
業
の
形
態
の
変
化
に
伴
っ
て
そ
れ
は
難
し
く
な
っ
て 

Ｃ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
３
点 

い
く
、
と
は
い
え 

そ
も
そ
も
人
間
は
自
己
の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
究
極
の
プ
ラ
イ
ド
を 

 

も
つ
と
考
え
て
い
る
。
（
100
字
）
（
12
点
） 

 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｄ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｄ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
一
〇
〇
字
以
内 

四
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 Ａ
「
職
人
技
が
発
揮
さ
れ
る
仕
事
で
は
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ら
れ
る
が
」
（
３
点
） 

✖
第
３
段
落
か
ら
、
職
人
の
プ
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

（
質
の
高
い
・
よ
い
仕
事
を
し
よ
う
と
す
る
習
性
・
本
能
・
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
て
、
職
人
技
を
発
揮
し
て
仕
事
を
す
る 

な
ど
） 

 

Ｂ
「
職
業
の
形
態
の
変
化
に
伴
っ
て
そ
れ
は
難
し
く
な
っ
て
い
く
、
と
は
い
え
」
（
３
点
） 

 

✖
第
５
段
落
か
ら
、
要
素
Ａ
の
あ
り
方
が
難
し
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

（
職
人
仕
事
が
工
場
労
働
に
な
る
と
職
人
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
た
仕
事
は
し
に
く
い 

な
ど
） 
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Ｃ
「
そ
も
そ
も
人
間
と
は
自
己
の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
で
」（
３
点
） 

 

✖
後
半
か
ら
、
ピ
コ
・
デ
ッ
ラ
・
ミ
ラ
ン
ド
ラ
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
共
通
す
る
「
人
間
は
自
己
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
存

在
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｃ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

Ｄ
「
究
極
の
プ
ラ
イ
ド
を
も
つ
と
考
え
て
い
る
」（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ｃ
か
ら
、
そ
れ
が
究
極
の
プ
ラ
イ
ド
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｄ
加
点
な
し
✖
０
点
。 
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三
（
古
文
）
採
点
基
準
（
合
計
50
点
） 

 

問
一 
１
点×

４
＝
４
点 

 

（
解
答
）
ａ 
か
み 

 

ｂ 

こ
う
し 

 

ｃ 

か
い
ま
み 

 

ｄ 

す
ず
り 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

※
ひ
ら
が
な
・
現
代
仮
名
遣
い
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

ａ
✖
「
も
り
」「
ま
も
ｌ
り
」「
し
ゅ
」 

等 

ｂ
✖
「
か
う
し
」 

等 

 

ｃ
✖
「
か
き
ま
み
」「
の
ぞ
き
み
」 

等 

 

ｄ
✖
「
じ
し
み
」
等 

  

問
二 

２
点×

３
＝
６
点 

 

（
解
答
） 

① 

イ 
 
 
 

② 

ト 
 
 

③ 
ニ 

  

問
三 

２
点×

４
＝
８
点 

 

（
解
答
） 

甲 

ホ 
 
 
 

乙 

ロ 
 
 

丙 

ハ 

  

問
四 

６
点
＋
３
点×

２
＝
12
点 

 

Ａ
（
解
答
例
）
６
点 

 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

 

お
仕
え
す
る
女
房
が 

大
勢
い
る
奥
の
方
で 

灯
火
の
光
に
背
を
向
け
て
い
る
の
が
、
弁
の
君
で
あ
る
よ
う
だ
。 

  
 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

○
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ａ
「
お
仕
え
す
る
女
房
が
」
（
２
点
） 

 

※
「
さ
ぶ
ら
ふ
女
房
」
の
現
代
語
訳 

 

 

①
「
仕
え
る
女
房
が
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

② 

右
の
①
の
意
が
あ
る
上
で
謙
譲
の
意
「
お
〜
す
る
・
〜
申
し
上
げ
る
」
の
意
も
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

✖
②
の
み
で
は
加
点
無
し
✖
。 

 

Ｂ
「
大
勢
い
る
奥
の
方
で
」
（
１
点
） 

 

※
「
あ
ま
た
な
る
奥
の
方
に
」
の
現
代
語
訳 

○
「
「
大
勢
」
は
「
た
ん
さ
ん
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

○
「
奥
の
方
」
は
「
奥
」
で
も
○
と
す
る
。 
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Ｃ
「
灯
火
の
光
に
背
を
向
け
て
い
る
の
が
」（
１
点
） 

 

※
「
火
影
に
背
き
て
う
ち
あ
る
」
の
現
代
語
訳 

 

 

○
「
灯
火
の
光
」
は
「
灯
り
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

○
「
背
を
向
け
て
い
る
」
は
「
背
い
て
い
る
」
な
ど
で
も
よ
い
。
✖
。 

 

Ｄ
「
弁
の
君
で
あ
る
よ
う
だ
」（
２
点
） 

 

※
「
こ
の
人
な
ん
め
り
」
の
現
代
語
訳 

①
「
弁
の
君
だ
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

② 

右
の
①
の
意
が
あ
る
上
で
推
定
（
推
量
）
の
意
「
よ
う
だ
（
ら
し
い
・
だ
ろ
う
）
・
と
思
わ
れ
る
・
と
見
え
る
」
の
意
も
あ 

 

れ
ば
【
２
点
】
。 

※
「
弁
の
君
だ
」
の
意
が
な
く
推
定
の
意
が
あ
る
「
こ
の
人
（
そ
の
人
）
で
あ
る
よ
う
だ
」
は
【
１
点
】
。 

 

Ｂ
（
解
答
例
）
３
点 

 

Ａ
○
１
点 

 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 

 

何
と
も
言
え
ず 

優
美
で
あ
っ
た
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

○
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ａ
「
何
と
も
言
え
ず
」（
１
点
） 

 

※
「
え
も
い
は
ず
」
の
現
代
語
訳 

 

 

○
「
言
い
よ
う
も
な
く
・
言
い
よ
う
も
な
い
ほ
ど
に
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

✖
「
表
現
し
よ
う
が
な
い
ほ
ど
に
」
の
意
に
と
れ
な
い
「
何
も
言
わ
ず
・
何
も
言
え
ず
に
」
な
ど
は
✖
。 

 

Ｂ
「
優
美
で
あ
っ
た
」（
２
点
） 

 

※
「
飽
か
ず
」
の
現
代
語
訳 

①
「
優
美
だ
・
美
し
い
」
の
意
、
そ
れ
に
順
ず
る
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。
「
妖
艶
」
な
ど
で
○
。 

② 

右
の
①
の
意
が
あ
る
上
で
「
た
り
」
の
完
了
・
存
続
の
意
「
〜
た
・
〜
て
い
た
・
〜
で
い
る
」
の
意
も
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 

（
「
優
美
で
い
る
。
美
し
く
あ
っ
た
」
な
ど
で
も
よ
し
と
す
る
） 

✖
②
の
み
で
は
加
点
無
し
✖
。 

 

Ｃ
（
解
答
例
）
３
点 

 

Ａ
○
２
点 

 
 

Ｂ
○
１
点 

返
事
さ
え
も 

し
な
い
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
返
事
さ
え
も
」
（
２
点
） 

 

※
「
い
ら
へ
だ
に
」
の
現
代
語
訳 

 

①
「
返
事
」
は
「
返
答
・
答
え
・
応
答
」
な
ど
で
も
よ
い
。
こ
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

② 

右
の
①
の
意
が
あ
る
上
で
「
だ
に
」
の
訳
「
〜
さ
え
」
の
意
も
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 

○
「
さ
え
」
は
「
す
ら
」
で
も
よ
し
と
す
る
。 

✖
「
も
」
だ
け
で
は
✖
。 
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Ｂ
「
し
な
い
」（
１
点
） 

 
※
「
せ
ず
」
の
現
代
語
訳 

✖
「
〜
（
が
）
な
い
」
で
は
✖
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

問
五 

５
点 

  

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

美
し
い
弁
の
君
の
姿
に
見
と
れ
な
が
ら
、
立
ち
つ
く
し
て
い
る
様
子
。
（
27
字
）（
５
点
） 

  ■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定 

30
字
。
字
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
減
点
は
し
な
い
。 

 
 

・
文
末
表
現
指
定
な
し
。
模
範
解
答
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
美
し
い
弁
の
君
の
姿
に
見
と
れ
な
が
ら
」
（
３
点
） 

 

※
「
弁
の
君
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
場
合
。 

 

①
「
弁
の
君
の
姿
に
」
、
も
し
く
は
、
「
弁
の
君
を
見
て
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 
 

・
①
の
意
が
あ
る
上
で
「
美
し
い
・
美
し
さ
」
の
意
も
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 

・
①
の
意
が
あ
る
上
で
「
見
と
れ
る
・
心
奪
わ
れ
る
」
の
意
も
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 

・
①
の
意
が
あ
る
上
で
「
美
し
い
」
の
意
も
「
見
と
れ
る
・
心
奪
わ
れ
る
」
の
意
も
あ
れ
ば
【
３
点
】
。 

  

※
「
弁
の
君
」
と
い
う
表
現
が
な
い
場
合
。 

 
 

・
「
美
し
さ
に
見
と
れ
て
（
心
奪
わ
れ
て
）
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 

・
「
見
と
れ
て
（
心
奪
わ
れ
て
）
」
の
意
が
な
い
「
美
し
さ
に
」
や
、
「
美
し
い
」
の
意
が
な
い
「
見
と
れ
て
（
心
奪 

 
 
 

わ
れ
て
）
」
な
ど
場
合
は
【
１
点
】
。 

 Ｂ
「
立
ち
つ
く
し
て
い
る
様
子
」
（
２
点
） 

 

○
「
立
ち
つ
く
し
て
い
る
」
は
「
呆
然
と
し
て
い
る
・
ぼ
う
っ
と
し
て
い
る
・
動
け
ず
に
い
る
・
そ
こ
に
た
た
ず
む
」
な
ど
で
も
よ

い
。 

 

※
文
末
表
現
は
「
様
子
」
が
望
ま
し
い
が
、
そ
れ
に
準
ず
る
「
姿
」
な
ど
で
も
よ
し
と
す
る
。 

  

問
六 

６
点 

 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
目
見
て
心
を
奪
わ
れ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
、 

Ｂ
〇
３
点 

弁
の
君
に
も
う
一
度
会
い
た
い
と
思
っ
た
が
、
会
え
な
か
っ
た
か
ら
。
（
47
字
）（
６
点
） 
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 ■ 
表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定 

50
字
。
字
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
減
点
は
し
な
い
。 

 
 

・
文
末
表
現
指
定
な
し
。
模
範
解
答
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
一
目
見
て
心
を
奪
わ
れ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
」（
３
点
） 

 

○
「
弁
の
君
を
見
て
忘
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
・
弁
の
君
に
一
目
惚
れ
し
た
」
な
ど
の
よ
う
に
「
弁
の
君
を
見
て
好
き
に
な
っ
た
・ 

一
目
惚
れ
し
た
」
と
い
う
内
容
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。
（
「
弁
の
君
」
は
文
章
全
体
か
ら
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
） 

 

△
「
見
て
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
い
「
弁
の
君
を
好
き
に
な
っ
た
」
な
ど
は
△
２
点
。 

 

△
「
弁
の
君
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
い
「
一
目
見
て
好
き
に
な
っ
た
」
な
ど
は
△
１
点
。 

 

✖
「
見
て
」
の
意
も
「
弁
の
君
」
の
意
も
読
み
取
れ
な
い
場
合
は
✖
０
点
。 

 

※
「
昨
晩
・
格
子
の
間
か
ら
」
な
ど
の
意
味
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｂ
「
弁
の
君
に
も
う
一
度
会
い
た
い
と
思
っ
た
が
、
会
え
な
か
っ
た
か
ら
」
（
３
点
） 

 

①
「
弁
の
君
に
会
え
な
か
っ
た
か
ら
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 

②
右
の
①
の
意
が
あ
る
上
で
「
も
う
一
度
会
い
た
い
と
思
っ
た
が
・
昨
日
と
同
様
に
見
た
い
と
思
っ
た
が
・
会
お
う
と
し
て
同 

 
 

じ
場
所
へ
行
っ
た
が
」
な
ど
の
意
も
あ
れ
ば
【
３
点
】
。 

 

※
「
格
子
が
下
ろ
さ
れ
て
い
て
」
と
い
う
意
味
の
有
無
は
不
問
。 

  

問
七 

８
点 

 

（
解
答
例
） 

 
 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
〇
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
の
中
に
全
く
嘘
と
い
う
こ
と
が
な
い
な
ら
ば 

信
頼
で
き
そ
う
に
も
思
え
る
あ
な
た
の
手
紙
で
す
が
、 

 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
〇
１
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
際
に
は
こ
の
世
に
は
嘘
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で 

信
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
８
点
） 

  ■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定
ナ
シ
。 

 
 

・
文
末
表
現
指
定
な
し
。
模
範
解
答
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
世
の
中
に
全
く
嘘
と
い
う
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
」
（
３
点
） 

 

○
「
世
の
中
に
」
は
「
男
女
の
仲
に
」
で
も
よ
し
と
す
る
。 

▲
こ
の
意
が
な
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 

○
「
嘘
」
は
「
偽
り
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

▲
「
全
く
」
の
意
が
な
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 

○
「
全
く
」
は
「
一
切
」
な
ど
で
も
○
。 
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Ｂ
「
信
頼
で
き
そ
う
に
も
思
え
る
あ
な
た
の
手
紙
で
す
が
」（
３
点
） 

 
○
「
信
頼
で
き
る
手
紙
だ
・
当
て
に
で
き
る
手
紙
だ
・
信
じ
ら
れ
る
と
思
っ
て
手
紙
を
見
て
い
る
な
ど
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば 

よ
い
。 

 

※
右
の
意
が
あ
る
時
は
「
あ
な
た
の
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

▲
「
手
紙
」
の
意
が
な
い
「
あ
な
た
は
信
頼
で
き
る
」
は
▲
減
点
１
「
天
１
点
】
。 

  

Ｃ
「
実
際
に
は
こ
の
世
に
は
嘘
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
」（
１
点
） 

 

○
「
嘘
は
あ
る
の
で
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。
「
実
際
に
は
・
こ
の
世
に
は
」
の
有
無
は
不
問
。 

 
 

※
要
素
Ａ
が
【
０
点
】
で
な
い
場
合
は
、
Ａ
を
受
け
て
い
れ
ば
、
「
そ
う
で
は
な
い
の
で
」
だ
け
で
も
○
と
す
る
。 

 

Ｄ
「
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
（
１
点
） 

 

○
「
「
信
用
で
き
な
い
・
あ
て
に
で
き
な
い
」
な
ど
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
○
。 
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四 
漢
文 

５
０
点 

 

 

問
一 

２
点×
４
＝
８
点 

 

（
解
答
）

ａ 
と 

 
 
 
    

 

ｂ 

つ
い
に 

ｃ 
ま
ず 

 
 
 
     

ｄ 

お
も
え
ら
く 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

▲
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 

例 

ｂ
「
つ
ひ
に
」
ｃ
「
ま
づ
」 

 
 

 
 
 
 

✖
送
り
仮
名
の
不
足
は
０
点
。 

 
 
 
 
 

 

問
二 

４
点 

 

 

（
解
答
） 

俠 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

▲
漢
字
の
誤
り
は
減
点
１
。 

○
「
侠
」
は
許
容
。 

 
 
 
 

※
本
文
の
漢
字
の
ま
ま
書
く
こ
と
の
注
意
を
与
え
る
。 

 

✖
誤
字
「
峡
」
「
峽
」
「
挟
」
「
狭
」
な
ど
は
不
可
。 

       

問
三 

５
点
＋
６
点
＝
11
点 

 

 

（
ⅰ
）
５
点 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 

Ｂ
○
１
点 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 

Ｄ
○
２
点 

（
解
答
例
） 

よ
う
じ
ん 

あ
げ
て 

い
ふ
（
う
） 

べ
か
ら
ず
（
５
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

✖
Ａ
「
や
う
じ
ん
」
「
よ
う
ひ
と
」
「
よ
う
に
ん
」
な
ど
不
可
。 

 

△
Ｄ
「
べ
か
ら
ざ
る
」
は
△
１
点 
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（
ⅱ
）
６
点 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

（
解
答
例
） 

普
通
の
人
は 

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
い
た
（
６
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
Ａ
は
「
凡
庸
」
「
平
凡
」
「
並
の
」
な
ど
可
。 

 

△
Ｂ
は
「
た
く
さ
ん
い
る
」
だ
け
の
場
合
△
２
点
。 

 

○
Ｂ
は
「
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
だ
」
は
可
○
。 

  

○
採
点
例 

 
 

Ａ
３ 

 
 
 
 

Ｂ
３ 

 

１ 

普
通
の
人
は 

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
い
た
（
６
点
） 

  
 

Ａ
３ 

 
 
 

Ｂ
３ 

 
 
 
 
 

（
不
問
） 

２ 

凡
庸
な
人
は 

た
い
へ
ん
多
い
と 

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
６
点
） 

  
 

Ａ
✖ 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
３ 

３ 

雇
っ
て
い
る
人
は 

い
ち
い
ち
数
え
て
い
え
な
い
ほ
ど
沢
山
い
た
（
４
点
） 

   

問
四 

６
点 

 

 

（
解
答
）

不
伐
其
能
歆
其
徳 

 
 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

▲
誤
字
は
一
字
に
つ
き
減
点
１
点
。 

  

問
五 

７
点 

 

   
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
４
点 

 
 

（
解
答
例
） 

も
っ
ぱ
ら
他
人
の
困
窮
を
救
済
す
る
の
に
奔
走
し
、 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

自
分
の
個
人
的
な
こ
と
は
後
回
し
に
し
た
。（
７
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
Ａ
「
も
っ
ぱ
ら
」
は
「
ひ
た
す
ら
」
な
ど
で
よ
い
が
、
「
も
っ
ぱ
ら
」
の
マ
マ
で
も
可
。 

 

▲
Ａ
「
も
っ
ぱ
ら
」
の
意
が
無
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 

○
Ｂ
「
す
る
」
「
し
た
」
な
ど
時
制
は
不
問
。 

 

○
Ｂ
「
自
分
の
こ
と
」
「
個
人
的
な
こ
と
」
ど
ち
ら
か
だ
け
も
可
。 
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問
六 
５
点 

 

 

（
解
答
） 
莫
レ

不
二

延
レ

頸 

願
一
レ

交 

焉 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

▲
誤
り
一
か
所
に
つ
き
減
点
１
。 

  

問
七 

９
点 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

（
解
答
例
） 

世
間
の
正
義
に
は
従
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
一
旦
言
っ
た
こ
と
引
き
受
け
た
こ
と
は
必
ず
守
り
、 

 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 

窮
地
に
陥
っ
た
人
や
貧
し
い
人
を 

命
が
け
で
救
う
と
い
う
果
敢
な
行
動
を
と
り
、 

 

 

Ｅ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
○
１
点 

自
身
の
能
力
や
徳
を
誇
る
こ
と
が
な
い
、
立
派
な
人
物
。（
９
点
） 

  

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
世
間
の
正
義
に
従
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
が
」
（
１
点
） 

○
「
世
間
の
法
を
犯
す
こ
と
も
あ
る
が
」
「
行
動
が
正
義
に
合
致
し
な
い
こ
と
も
あ
る
が
」
な
ど
で
○
。 

  Ｂ
「
一
旦
言
っ
た
こ
と
引
き
受
け
た
こ
と
は
必
ず
守
り
」
（
２
点
） 

○
「
約
束
は
必
ず
守
り
」
「
言
っ
た
事
を
守
る
」
な
ど
で
も
許
容
○
。 

 Ｃ
「
窮
地
に
陥
っ
た
人
や
貧
し
い
人
を
」
（
１
点
） 

 

○
「
窮
地
に
陥
っ
た
人
」
「
貧
し
い
人
」
な
ど
ど
ち
ら
か
が
あ
れ
ば
可
○
。 

○
「
他
者
の
危
機
」
も
可
。 

○
た
だ
、
「
人
を
」
救
う
も
許
容
○
。 

 Ｄ
「
命
が
け
で
救
う
と
い
う
果
敢
な
行
動
を
と
り
」（
２
点
） 

○
「
わ
が
身
を
顧
み
ず
」
「
命
が
け
で
」
「
果
敢
な
行
動
」
な
ど
ど
れ
か
あ
れ
ば
可
○
。 

 Ｅ
「
自
身
の
能
力
や
徳
を
誇
る
こ
と
が
な
い
」
（
２
点
） 

 

○
「
功
績
を
自
慢
し
な
い
」
な
ど
も
許
容
。 

 

Ｆ
「
立
派
な
人
物
」
（
１
点
） 

○
「
頼
り
に
な
る
人
物
」
「
人
望
が
あ
る
人
物
」
な
ど
も
許
容
。 
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